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西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2017 年 

  1 月 

 

270号 

一
般
財
団
法
人 

  

経
済
調
査
会 

理
事
長 

高
田 

実
男 

 
 

東
京
都
港
区
新
橋 

六
‐
一
七-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
二
二 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
三
五 

 

安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

株
式
会
社  

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

   
 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

 

建
設
仮
設
資
材 

レ
ン
タ
ル
・
販
売 

日
本
リ
ー
ス
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

高
野 

明
弘 

 

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
三
九
二 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
四 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠
原 

嗣
雄 

 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

 

住
宅
設
備
機
器
総
合
商
社 

サ
ン
コ
ー
機
材
株
式
会
社 

西
多
摩
支
店 

羽
村
市
羽
加
美
一
‐
七
‐
一  

 
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
一
一
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
七
五
一
六 

秋
川
支
店-

あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
四
二
五-

八 
 

 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
〇
九 

  

法 

面 

保 

護 

工 

事 

株
式
会
社  

明 
 
 

商 

 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

         

電
話 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

         

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

 

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八

王

子

鈴

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電
話 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

 
 
 

昭
石
加
工
株
式
会
社 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 
 
 
   

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

 

 

家
族
葬 

法
事 

生
前
＆
遺
品
整
理 

故
人
様
ご
安
置  

自
社
斎
場 

公
営
斎
場 

寺
院 

他
で
の
葬
儀
承
り
ま
す 

 

葬

儀

の

そ

う

し

ん 
 

 
 

自
社
式
場
使
用
料
無
料 

 
 
 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

〇
一
二
〇-

〇-

四
五
四
六
四   

 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

新
井 

和
史 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 
 
 
 

 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

電
話 
〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
〇
四
五 

 
 
 
 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
八
四
五
七 

  

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 
 
 
 

  

野 

村 

有 

信 

 
謹 

賀 

新 

年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

  
「
西
多
摩
の
発
展
の
た
め
に
」 

自
由
民
主
党
副
幹
事
長
、
団
体
総
局
長 

衆
議
院
議
員 

 
   

   
   

  

井 

上 

信 

治 

 

 

 
 

年 
頭 

所 

感 
 
 
 

 
 

 

理
事
長 

 
 

細 

沼 

順 

人 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
二
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご 

 

 

ろ
か
ら
都
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
都
議
会
自
由
民
主
党
は
、
昨
年
八
月

に
誕
生
し
た
小
池
百
合
子
知
事
と
は
、
混
迷
を
深
め 

 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
摩
地
域
に
は

ま
だ
ま
だ
道
路
・
橋
、
災
害
防
除
工
事

や
河
川
整
備
工
事
等
、
人
命
に
直
結
す

る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
山
積
し

て
お
り
、業
界
か
ら
毎
年
東
京
都
に
対

し
て
予
算
要
望
等
を
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
無
理
・
無
駄
に

税
金
が
使
わ
れ
て
し
ま
う
の
は
、我
々

の
活
動
不
足
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
が
非
常
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
は
、
こ
の

よ
う
な
事
態
に
も
屈
せ
ず
、三
多
摩
地

域
の
建
設
業
界
の
中
心
と
な
っ
て
、多

摩
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す

る
使
命
を
果
た
し
、魅
力
的
な
我
が
街

を
次
世
代
へ
繋
い
で
い
け
る
よ
う
、今

年
も
一
年
全
力
で
邁
進
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
協

力
の
ほ
ど
、何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
昨
年
は
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
の
就
任

に
伴
い
、
築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
市
場
は
土
壌
汚
染
対

策
法
に
基
づ
く
対
策
以
上
の
工
事
を
施
し
て
い
る

に
も
拘
ら
ず
、
二
〇
一
箇
所
あ
る
調
査
ポ
イ
ン
ト
の

う
ち
、
た
っ
た
三
箇
所
で
環
境
基
準
を
微
量
に
上
回

る
ヒ
素
、
ベ
ン
ゼ
ン
が
地
下
水
か
ら
見
つ
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
移
転
が
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
豊
洲
市
場
全
体
の
地
下
水
を
環
境
基
準
以
下

に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
七
〇
年
間
三
六
五
日
地
下

水
を
二
リ
ッ
ト
ル
飲
み
続
け
て
も
人
体
に
ま
っ
た

く
影
響
が
な
い
レ
ベ
ル
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

誰
も
飲
ま
な
い
豊
洲
の
地
下
水
に
そ
こ
ま
で
の
対

策
工
事
を
し
た
あ
げ
く
、
今
回
の
決
定
に
よ
り
移
転

は
早
く
て
も
今
年
の
冬
以
降
、
万
が
一
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
や
り
直
せ
ば
さ
ら
に
も
う
一
年
以
上
遅

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
対
策
工
事
に
は
八
五
〇
億
円
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
回
の
移
転
延
期
で
市
場
関
係
者

へ
補
償
費
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
築
地
市
場
の
地
下

を
通
し
、
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
で
選
手
村
と
都
心

を
結
ぶ
は
ず
だ
っ
た
環
状
二
号
地
下
ト
ン
ネ
ル
は

建
設
を
断
念
し
、
仮
設
道
路
を
建
設
し
て
五
輪
後
に

本
格
整
備
の
完
了
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。
補
償

費
や
仮
設
道
路
建
設
お
よ
び
、
そ
の
本
格
整
備
も
全

て
税
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
税
金
が
費
や
さ

れ
る
こ
と
で
、
他
の
重
要
な
公
共
工
事
は
見
送
ら
れ 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
西
多
摩

建
設
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ま
に
は
旧
年
中
も
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
細
沼
順
人
理
事
長
は
じ
め

皆
さ
ま
が
日
々
、
西
多
摩
地
域
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
私
は
現
在
、
建
設
関
連
団
体
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
団
体
と
自
民
党
と
の
連
携
の
総
責
任
者
で

あ
る
自
民
党
団
体
総
局
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

日
々
、
建
設
業
界
の
皆
さ
ま
と
協
議
を
行
い
、
建
設

業
の
振
興
や
建
設
業
従
事
者
の
皆
さ
ま
の
待
遇
改

善
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
景
気
回
復
を
地
方
や
中

小
企
業
に
ま
で
波
及
さ
せ
る
べ
く
、
政
策
立
案
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。 

公
共
事
業
に
関
し
て
は
本
年
も
当
初
予
算
案
に

約
六
兆
円
を
計
上
し
て
五
年
連
続
の
増
額
を
期
し
、 

 

事
業
時
期
の
前
倒
し
や
平
準
化
も
行
え
る
制
度
設
計

を
行
い
ま
し
た
。
法
律
面
で
は
「
無
電
柱
化
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
を
成
立
さ
せ
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
向
け
た
街
づ
く
り
を
促
進
す
る
と

共
に
、
「
建
設
工
事
従
業
者
の
安
全
及
び
健
康
の
確

保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
成
立
さ
せ
、
従
業
者

の
安
全
確
保
に
必
要
な
請
負
金
額
等
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
更
に
、

こ
れ
ら
施
策
に
よ
る
国
土
づ
く
り
に
皆
さ
ま
の
お
力

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
頂
け
る
よ
う
、
公
共
工
事
積

算
基
準
の
改
定
や
設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
西
多
摩
に
お
い
て
は
、
武
蔵
野
橋
付
近

の
国
道
十
六
号
線
拡
幅
工
事
を
今
年
度
中
に
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
昨
年
も
台
風
に
よ
る
土
砂
災

害
等
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
等
に
対

す
る
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共 

 

に
、
西
多
摩
に
お
い
て
も
災
害
対
策
や

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
を
一
層
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
致
し
ま
す
。 

 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ま

に
は
西
多
摩
を
創
り
、
守
っ
て
ゆ
く
た

め
、
一
層
の
お
力
添
え
を
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
は
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
を
は

じ
め
西
多
摩
で
も
多
く
の
地
方
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
衆
議
院
の
解
散
総

選
挙
も
噂
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

信
頼
と
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
私
も

し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

最
後
に
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
、
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

て
い
ま
す
が
、
共
通
の
目
標
で
あ
る 

「
東
京
を
世
界
で
一
番
の
都
市
と
す

る
」
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 
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日
建
学
院 

青
梅
認
定
校 

 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
が 

「
日
建
学
院
認
定
校
」
と
し
て
青
梅
校
を
開 

講
（
八
年
目
）
致
し
ま
す
。
会
員
企
業
の
皆 

様
か
ら
の
受
講
問
合
せ
（
受
講
申
込
）
等
の 

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す 

 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他  

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 
東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞
穂
支
店 

 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

 
   

   
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

 

  
 

                                  

 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  
 
  
 
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一 

電
話 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

 

         
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

        
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八  

 

     

株
式
会
社 

エ 

コ 

ワ 

ス 

代
表
取
締
役 

 

森
屋 

光
石 

立
川
市
柴
崎
町
三
丁
目
十
三
番
一
九
号 

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
五 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役
社
長 

山
﨑
順
一 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

      

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 
   

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

 

有

限

会

社 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

田 

村 
 

栄 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

 
 
 
  
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

 
 
   

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

 

                                   

新
年
を
迎
え
て 

 
 

 
 
 

 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 
 
 

 
 

島 
田 

幸 

成 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

 
 
 

 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 
 
 

 
 

林 

田 
 

 

武 

 

謹 

賀 

新 

年 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
平
成

二
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

細
沼
理
事
長
を
始
め
、
西
建
協
の
皆
様
に
は
日

頃
か
ら
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
都
政
に
お
い
て
は

小
池
新
知
事
の
誕
生
と
い
う
想
定
外
の
こ
と
が

起
き
ま
し
た
。
元
を
辿
り
ま
す
と
平
成
二
十
四

年
、
石
原
知
事
が
辞
任
、
国
政
へ
の
転
身
か
ら
都

政
の
混
乱
が
始
ま
り
ま
し
た
。
次
に
登
場
し
た
猪

瀬
知
事
は
、
徳
洲
会
か
ら
の
五
千
万
円
疑
惑
で
辞

め
、
続
い
て
舛
添
知
事
も
た
っ
た
一
年
半
で
退 

任
。
公
私
混
同
、「
セ
コ
イ
知
事
」
と
い
う
こ
と 

で
、
マ
ス
コ
ミ
の
総
攻
撃
に
ま
さ
に
討
ち

死
に
で
し
た
。 

そ
し
て
今
、
東
京
都
知
事
は
小
池
知
事

と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
都
知
事
選
挙

で
、
元
総
務
大
臣
、
岩
手
県
知
事
を
経
験

さ
れ
た
増
田
寛
也
さ
ん
を
推
薦
し
、
支
援

を
い
た
し
ま
し
た
。「
小
池
劇
場
」
と
も
言

わ
れ
た
「
大
衆
迎
合
型
」
の
選
挙
手
法
に

負
け
た
増
田
さ
ん
で
す
が
、
私
た
ち
は
増

田
さ
ん
の
お
人
柄
、
豊
か
な
経
験
、
学
識

な
ど
今
で
も
惜
し
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

し
か
し
、
選
挙
は
勝
っ
た
者
が
天
下
に

着
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
都
議
会
に
お
い

て
も
小
池
知
事
と
は
ま
さ
に
是
々
非
々
、 

  
 

 

都
政
の
発
展
と
、
地
元
西
多
摩
の
発
展
の

た
め
に
物
申
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

今
都
政
の
中
で
沢
山
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
喫
緊
の
課
題
は
三
年
半
後

に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
確
実
な
準
備
で
す
。 

Ｉ
Ｏ
Ｃ
、
国
、
大
会
組
織
、
そ
し
て
東
京

都
と
連
携
し
、
史
上
最
高
の
五
輪
大
会
に

す
る
為
に
、
私
た
ち
も
頑
張
る
覚
悟
で

す
。 結

び
に
、
西
建
協
並
び
に
会
員
の
皆
様

の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
暖
冬
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
穏
や
か

な
正
月
で
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
明
る
い
希
望

に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
旧
年

中
は
様
々
な
工
事
や
事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域

社
会
の
た
め
に
お
力
を
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
平
素
は
暖
か
い
ご
支

援
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
、
都
政
が
大
き
く
変
化
し
た
一

年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

舛
添
元
都
知
事
が
公
私
混
同
問
題
、
豪
華
な
海

外
出
張
な
ど
で
知
事
の
資
質
が
問
わ
れ
辞
任
し
、 

八
月
に
小
池
百
合
子
都
知
事
が
就
任
し
ま
し
た
。 

 

都
政
が
抱
え
て
い
る
課
題
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
促
進
を
は
じ

め
、
安
全
・
安
心
の
た
め
の
防
災
力
の
強
化
、

待
機
児
童
の
解
消
を
は
じ
め
と
し
た
子
育

て
支
援
や
、
老
後
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
や
介
護
施
設
の
整
備
促
進
な
ど
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
業
の
空
洞
化

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
西
多
摩
地
域
の
商
工
業

振
興
な
ど
も
極
め
て
重
要
な
施
策
で
す
。
今

後
と
も
西
多
摩
地
域
発
展
の
た
め
に
、
全
力

で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

本
年
七
月
に
は
、
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。
私
、
島
田
幸
成
も
三
期
目

を
目
指
し
、
再
度
挑
戦
す
る
決
意
を
固
め 

 

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す 

二
〇
二
〇
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
東
京
の
姿
も
見
据
え

な
が
ら
、
東
京
都
、
そ
し
て
、
生
ま
れ
育

て
て
く
れ
た
西
多
摩
地
域
が
よ
り
一
層
の

活
性
化
と
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
護
と
活

用
等
に
、
身
を
粉
に
し
て
頑
張
っ
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
会
員

の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。 

  
 

  
 

ま
た
、
開
催
ま
で
あ
と
三
年
半
を
切
っ
た
二
〇
二
〇

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の

準
備
は
も
と
よ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
成
熟
都
市
の

実
現
に
向
け
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
、
防

災
・
防
火
対
策
な
ど
、
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
精
力
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。 毎

年
、
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
い
で

お
り
、
首
都
直
下
型
地
震
や
土
砂
災
害
等
へ
の
対
応

な
ど
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
多
摩
地
域
に

新
た
な
観
光
振
興
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
の

観
光
施
設
な
ど
も
行
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
青
梅
市
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
日
立
・
東
芝
な
ど
の
大
手
企
業

の
撤
退
、
産
業
の
空
洞
化
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
、
税
収

の
落
ち
込
み
や
福
祉
・
保
険
・
医
療
対
策

等
に
か
か
る
経
費
の
増
大
、
国
か
ら
の
地

方
交
付
金
の
削
減
な
ど
、
皆
様
が
承
知
の

通
り
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
西
多
摩

格
差
解
消
の
た
め
に
も
、
地
元
青
梅
市
・

西
多
摩
の
都
市
基
盤
整
備
が
必
要
で
、
西

多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
会
員
の
皆
さ
ま

を
中
心
に
、
都
市
基
盤
整
備
工
事
・
災
害 

復
旧
工
事
等
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
予
算
を
獲
得
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
を
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
が
、
直
接
に
は

開
催
地
域
で
な
い
三
多
摩
地
域
が
将
来

プ
ラ
ス
に
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
る
よ

う
努
力
い
た
し
ま
す
。 

 

結
び
に
、
貴
組
合
並
び
に
会
員
各
企
業

の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 



 


